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X のソ ネ

一一一ステファヌ・マラルメのアナグラム一一一

海老沢英行

Ses purs ongles tres haut dediant leurs onyx, 

L’Angoisse, ce minuit, soutient, lampadophore, 

Maint reve vesperal brfile par le Phenix 

Que ne recueille pas de cineraire amphore 

Sur les credences, au salon vide: nul ptyx, 

Aboli bibelot d’inanite sonore, 

(Car le Maitre est alle puiser des pleurs au Styx 

Avec ce seul objet dont le Neant s’honore.) 

Mais proche la croisee au nord vacante, un or 

Agonise selon peut-etre le decor 

Des licornes ruant du feu contre une nixe, 

Elle, defunte nue en le miroir, encor 

Que, clans l’oubli ferme par le cadre, se fixe 

De scintillations sitot le septuor0). 

その清らかな爪で高々と縞璃耳舗を捧げると

く苦悶〉はこの真夜中灯明台となって支える

く不死鳥〉に焼かれた夕べの数多の夢を
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その灰を納める骨壷はない

虚ろな居間の飾り棚の上には，つまりプティックスはない，

空しい響きのするあの廃れた置物は

（なぜならく主〉は涙を汲みにく黄泉の河〉へ行ったのだから

く虚無〉の栄誉を高めるあの唯一の品を携えて。）

だが北向きの空いた十字窓の辺りに，金の光が

絶えようとしているのは，たぶん

水の精に火を吹きかける一角獣たちの縁飾りのため，

水の精は鏡の中で雲となって消えてしまうが，

枠に閉ざされた忘却の内に定着されるのは，

きらめきのやがて定かな七重奏。

題名のないこのソネは， 1887年に発表された作品で，マラルメ後期詩篇

中の白眉であるばかりか，この詩人の全作品の中でも中心的位置を占める

のではないかとする評価も少なくない詩篇である。この論考は，これを読

解して，テクストにマラルメの複数のアナグラム，もしくはパラグラムの

展開を確認し，詩篇の意味と多義性に加えて，さらにそのパラグラムによ

る意味形成性を明らかにすることを主眼にしている。その際，マラルメの

様々なテクストとこのソネとの関係も議論の対象になるであろう。

マラルメ詩集では，発表以来最後のドゥマン版詩集に至るまで題名のな

いこの12音節詩句の変則ソネは，「 X のソネ」と呼び習わされてきた。こ

れは，仏語においてとても稀少なその脚韻 yx( ix) [iks］に基づいてお
ジャンル

り，ご覧のように，四行詩節の脚韻（ yxと－ore）は， 性を替えて，三

行詩節にも同ーの韻（－ixeと－or）のままで維持されている。その脚韻の

響きが，このソネの謎めいた特徴にも合致していて，一般に難解とされる

この詩篇が人々の興味をヲ｜し、てきた所以でもある。そこで，まず本論への
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導入部として，このソネの多義性について論じてみよう。

脚韻については，二つの四行詩節の脚韻の単語が殆どどれもギリシア的
オニツタス フェニツクス

色彩を帯び、たものであることがわかる。縞璃瑠 onyx，く不死鳥） Phenix, 
ステイツグス

灯火捧持者 lampadophore，アンフォラ（壷） amphore, ptyx，く黄泉の河〉

Styx。〈苦悶〉即ち創作上の悩みが，ランプを支える灯明台（灯火捧持者）

のように様々な夢を保持しようとするが，それは，日暮れの後，真夜中に

なってもなお陽の光を永遠のものにしようとするのに似て，これらの夢を

入れる器がないのである。（第 1詩節）つまり， ptyxはない。フランス語に

は元来存在しなかったこの語は，これまで多くの議論を呼んで，その意味

が様々に解釈されてきたが，一義的に決着すべきことではなし、かもしれな

い。むしろ，この語には意味がなく，起源のくことば） le Verbeのありえ

ないことの記号であり，不在あるいは無の場としてのこの無の詩篇の中心

紋なのだ九それは，このソネの初稿（68年）が「自分自身の寓意であるソ

ネ」と題されていたことや，マラルメがそれを「あらゆる方法で考えられ

る，無に等しいソネ」と述べたことによる九また，この部屋にはく主〉も

いない。〈主〉の不在は「詩人の語り手としての消滅2）」と同時に，オルフェ

ウスの冥界下りを示唆している。これは「太陽の劇3）」をめぐるテーマにも

関連することで，マラルメが翻訳した『古代の神々』によると，エウリュ

ディケーの名は元来曙光に関わる語から由来していて，「オルフェウスの

巡礼は，く曙光〉を朝に再びもたらすために，夜の間，く太陽〉が通りすぎ

て果たす旅を表象している4)J。尤も，詩句は，この様な神話学の知識に依

存せずに，詩作が太陽と交代して陽の光を夜に引き継ぐ灯火リレーとな

り，曙光になるべき灯を伝達するのが詩人の義務であるということを暗示

している。この場合，太陽は創造主と言い換えてもよい。（第2詩節）続く

二つの三行詩節で、は，「北Jや「十字窓」に喚起されている十字によって，

読者はギリシアから西欧的なものの方へと導かれているのだが，「空いた

十字窓Jがまたしても救世主の「不在」を暗示している。「金の光」は，

13行目の鏡の「枠」を提輸によって示しているが5），く作品〉の中心となる

北極星のトポスを示唆してもいるのだろう。これについては後で述べる。

po 
no 
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「水の精」はゲ、ルマン神話におけるニンフで，この妖精と，鏡の枠の装飾

である「一角獣j との格闘から，詩作上の苦闘やイジチュールの苦闘に，思

い至るのだ（イジチュールの持つ般子筒が，一角獣の角で出来ていること

にも注意）。（第3詩節）こうして，水の精が室内の鏡の中で雲のように

（または裸で）消えた時に，オフィーリアのイメージが，またはハムレッ

トが内面に保有する「し、かなる時にも決して溺れ去らぬオフィーリア6)J 

が喚起される。以上のように，後半では西欧における神話的形象や悲劇の

登場人物が集中して現れており，結局，妖精の死に、冥界下りの聞には復

活がないことの暗示を読み取ることができるのである。しかし，最後にそ

れを忘却することによってかろうじて，鏡即ちこの詩篇に定着されるの

は，ギリシア神話でニンフのカリストーが化した「北斗七星（大熊座7））」

であり，あるいはむしろ詩的に喚起される七つの星の星座である。つま

り，最終行の最後の語「七重奏 septuor」が表しているのは，このソネの脚

韻 orなのである（その点では初稿が正確に orの脚韻を七つ用いている

が，ここでは同じ性の脚韻の数であると考える）。いずれにせよ，この星座

は，上の格闘を調停する徴なのだ。また，詩人が創造し直しているのは，

一間の部屋と，聞かれた窓を通して室内にある鏡に映し出された星座であ

り，この詩篇は天と地を結び合わせているので， 7としろ数が暗に天地創

造の七日間を示してもいる。（第4詩節）以上のように，このソネの読みに

よって，様々な神話や英雄たちの形姿が喚起される。いずれも西欧文明

と，その根幹にあるギリシア文化に関わる形象であり，特に悲劇に関連す

るものである。しかし，このように自ずと認められたり，思い起こされた

りする劇の側面，神話や物語の空間の彼方にも，なお読解を進めることが

できるのだ。例えば， Xのソネの余白に書カ通れたかのような，次のテクス

トに依拠することによって。

一つの芸術が舞台を占めている。〈劇〉ならば，物語性のあるものだ。

〈パレエ〉は，もう一つのもの，紋章的なものだ。結合すべきだが，混

同はいけない。一挙に，しかも同列に扱うことで，黙劇と舞踏という互
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いに己が沈黙を頑に守り通そうとするこつの態度を結びつけるべきでは

ない。それらは，無理に近づけようとすると，突然，敵対し合うように

なる。 (OC, p .306／邦訳・ 169頁。以下邦訳は頁数のみ示す。）

「バレエ」からの引用であるが，ここで直接話題になっているのは，オ

ペラ座で上演された『二羽の鳩』であり，特にその芸術様式である。そし

て，引用からもわかるように，黙劇と舞踏という「排除し合う二つの芸術

様式Jの舞台における処理について，マラルメは批判的であった。「鳥とい

う同一の本質を表現するのに，二人の演者において，黙劇の女優を女性舞

踏家の傍らに選ぶことを思いついたので、はなかったか，それは余りに違う

ものをつき合わせることだ！ 他方は，一方が白鳩ならば，何だろうか，

たとえば微風になるといった具合に。J(Ibid., p .306./169-170頁〉

しかしさらに重要なのは，これら二つの芸術様式を混同すべきではない

が，「結合すべきである」と述べている点である。なぜならば，バレエ論の

体裁をなしてはいるものの，作家は，ここで，同時に文学のエクリチュー

ルについても示唆しているからで，マラルメがノ〈レエの中に「物語J(his-

toire）と「紋章」（embleme）を見分けているように，私たちは「Xのソ

ネjやその他の詩篇に物語（劇的な展開〉と紋章（バレエのフィギュア）

という二つの次元が結び合わされているのを見ることができるのだ。さら

に，上に引用した箇所に続いて，エデン劇場の幻想バレエ『ヴィヴィアー

ヌ』に言及している。「少なくとも，エデン劇場においては，極めて的確

に，つまり排除し合う二つの芸術様式に従って，あるテーマがこの対立を

表していた，即ち，すでに一人前の男でありながらまだ子供であるといっ

た二重の世界に属している主人公の中に，歩む女と（…）ひたすらその飛

朔によって愛しさにおいて劣りはしない女，つまり原始的で妖精である女

との対決が設定している対立のことである。」 (Ibid., p . 306. /170頁〉

「歩む女」はラウス嬢の演じるジュニエーウール，「妖精jの女はコルナルパ

嬢のヴィヴィアーヌであるが8），この舞台について，この詩人は，前者の歩

行と後者の飛朔つまりバレリーナの離れ業との対立を，テーマのもとに肯
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定しており，これら二つの様式がうまく結び、つけられていると判定してい

るのだった。これはく書物〉の形式にも密接に関わっていたことだろう

し，またマラルメはこのバレエ論を執筆した頃，文学以外の芸術形式に多

大な関心を寄せており， 1885年にはワグナー論を， 86年11月から87年 7月

にかけては『独立評論』に時評「演劇についての覚え書Jを発表している。

留意すべきことは，この時期にマラルメの言説が他の様々な芸術領域，特

に演劇やバレエに及んで，これらを横断し，遁遥するもの（divagations) 

であったということである。それに，このバレエ論が発表されたのは，

86年12月 1日号の『独立評論』においてであるが， Xのソネの決定稿が発

表されたのは，それから一年を経ずして87年10月のことなのだへだが，こ

のテクストがソネの余白に書かれであるという趣旨は，単に年譜上の事実

にのみ基づくのではなくて，バレエのテクストがXのソネの別の読解へと

導いてくれるからである。つまり，上に述べたように，この詩篇におい

て，劇的な物語とバレエの舞台にも似た紋章との結合を見出せるからなの

だ。それは，以下のように，星座の形象に関連している。同じく，「パレ

エ」からの引用。

ラ・コルナルパは私を魅了する。（…）

エデン劇場の舞台の記憶がすべてそうなのではない！〈詩〉が欠けて

いるからだ。もっとも，通常，人がこう呼ぶものは，反対に，そこには

溢れていて， ドレスや礼服を身にまとい名台詞を吐く登場人物たちとの

つきあいから解放された精神にとっては，愛すべき放蕩である。ただ

し，台本の頁にある魅惑は上演の中に移されてはいない。天体それ自体

は，私の信ずるところでは，膜想の重みあるそれ相当の理由がなけれ

ば，乱雑に散らかすべきではないのだが（ここでは，説明によると，〈恋

の神〉が天空を動かして集合させている），私は頁を繰り，星々が参加し

ているところだと知った。そして，意味の，一貫性のないお高くとまっ

た欠如が，く夜〉のアルファベットになってきらめいて，それは，ヴィ
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ヴィアーヌという語，すなわち妖精の名にしてこの詩篇の題名でもある

人を惑す名を，青い背景幕の上に，星状に留められた飾りピンで書くこ

とに同意しようとしている。というのも，コール・ド・バレエの全体

が， 星の周りで（主役の踊り手に，これ以上うまい呼び名があろう

か！）星座の観念を表す舞踊を表現することがないからである。全く違

う。そこから，どんな世界へかはおわかりだろう，まっすぐに芸術の底

知れぬ淵へと出発していたのだ。（OC, p. 303./165-166頁）

舞台において，エトワールのラ・コルナルパ扮する「妖精の名前」にし

て，「詩篇の題名」でもある語VIVIANEの文字が，青地の背景幕に星の輝

くように記されていることがわかるべというのも，コール・ド・バレエ

の全体がエトワールの踊り子の周囲で「星座を表す理念的舞踊」を体現し

ていないからだという。つまり，夜空の天体の動きがコール・ド・パレエ

によって表されるべきであり，同様に VIVIANEという名前も，背景幕に

この名がイルミネーションのように浮き出るような凡庸な仕掛けによるの

ではなくて，コール・ド・バレエが全体で表現する「星座」のフィギュア

によって提示されるべきだという見解が浮き彫りにされる。そして，まさ

にバレエ論のこの一節に，私たちは「Xのソネ」を読む鍵を見出すことが

できる。それは，詩句の中にく劇〉の物語的なものを読むことから，くバレ

エ〉の紋章的なものの読解へと導くだろう。言い換えれば，これは，神話

や太陽のドラマ等のテーマ体系の解読から，「星のアルファベット ll)J にお

ける星座を確認し，これらの星座群から浮上する固有名詞 STEPHANE

MALLARMEを読み解く作業へ移行することである。つまり，星座のよ

うに配置された詩人の名前の複数のアナグラム（またはパラグラム）の読

解が問題になるだろう。また，線的な時間に則った物語の展開に対して，

このような対位法的なテクストの在り方は，太陽の劇に関わる昼間の時間

を追憶と成し，く神〉の死を模倣する太陽の不在に応答して，真夜中の空間

における星座の瞬きを強調するだろう。尤も，それも，劇とバレエという

相異なるジャンルに帰される物語と紋章とが結び合わされていることによ
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るのだが。

詩句の初めから，新たな読解を再開してみよう。 1行目の詩句には，す

でにそのアナグラムに照明が当てられている。官頭では，最終詩節に先

立って，予め星を表す清らかな「爪（縞璃楢）」が提示されていたが， l行

目の 6音節までの詩句が septuor（七重奏）のアナグラムになっているこ

とが指摘されているのEsPURs ongles Tres hAUt…／SEPTUOR12））。こ

れは，終わりの先取りによって始まり，始まりの回想によって終わるマラ

ルメの詩に固有の構造であり，この詩人が抱いていた書物の構想に見合う

ものだったに違いない。「一冊の書物は始まらないし，終わりもしない。せ

いぜ、い，そう見えるだけだ13）。」しかし，最も大事なことは，「七重奏」が意

味している「星座」の暗示することであり，また，この単語自体の綴り字

である。要するに， septuorという語は，詩人の名前と密接な関係で結ばれ

ており，詩の制作において， St句haneという名前から産出されたかのよ

うな印象を与えて止まないのだ。なぜなら，まず詩人の名前の最初の四文

字（STEPhane）は，数字の七（sept）のアナグラムになっている。また，

後半の五文字（StePHANE）は，語の構成要素である－phane（または

phanie）と同じ綴りであり，これはギリシア語の phanes(phaneia）を語

源としていて「出現Jの意味がある。したがって，マラルメの名前を

sept-phaneと解読することができる。ソネの最終詩節で定着されるのは，

いわば「七の一出現J(sept phane）である七つ星（septetoiles）だから，

以上の点より，詩人の名前に始まる語の連合が成立する（St句hane;

sept-phane; sept etoiles; septuor; SEs PURs ongles Tres hAUt）。このよ

うに，類推やアナグラムによるこの詩人の名前の展開によって最初の詩句

が得られたかのような印象を覚える。また，最初の詩句で，語源による戯

れによって「爪Jがその語源である語「縞璃瑠」を高々と捧げて響き合っ

ているように，ステファヌという名前と最終連に出現する星座との間に

は，語源による照応も確認できるのだ。彼の名前はギリシア語ではステパ

ノス Stephanos tこ該当するが，これと同じ綴りの名調 (stepha-

nos）には環の意味があり，「葉か花か金属で出来た冠J，特に「（競技等
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の）勝利者に授与される冠Jの意味もあるlへ（「冠Jは，事実マラルメの初

期詩篇群におけるいわばライトモチーフなのであるl町。）さらに留意すべき

ことは，この単語が類推によって「星座 constellationJの意味でも用いら

れるという事実であるlへしたがって，このソネは結局 STEPHANEとい

う名前から星座の観念へと到るために言葉を展開することによって完成さ

れたのではなし、かとさえ思われるのだ。しかし，それは結局ステファヌと

いう固有名に，詩の空間を大きく迂回して回帰することでもあり，この名

前の示す謎に再び帰着することでもあるのだが。この点を論じる前に，第

三詩節の詩句を取り上げてみよう。－orとしみ脚韻の反響と，この脚韻と

シンメトリーを成している綴り字が見られる。

Mais proche la croisee au nord vacante, un or 

Agonise selon peut-etre le decor 

Des licornes ruant du feu contre une nixe, (vv. 9ー 11.)

9行目の詩句では，二つの roの書記素（音素）が，後の半句の orのそれ

らとシンメトリーを成しているが，脚韻の〔；）f〕と同一の音素が脚韻に先

立って一回出て来るのは，「戴冠韻」と呼ばれる技法（脚韻と同じ音素を二

重化して連続的に押韻させるもの〉の応用である。ここでは， 3音節を挿

んで〔；）f〕の隣接を避けているからである。ところで，初期詩篇で繰り返

し用いられた，ロマン主義の影響下にある戴冠のそチーフは，次第にテー

マから退く傾向にあって， Xのソネを含む後期詩篇では，このモチーフと

対照的な難船の存否をめぐる航海のトポスが顕在化するようになる。尤

も， Xのソネでも，最終連で定着される星座は「夜Jに冠せられたものと

して戴冠のモチーフを読むこともできょうが，初期詩篇よりも，非個人性

（非人称性）がはるかに徹底した詩篇になっているし，むしろ夜空の戴冠

という観念は，このソネ自体が与えるインスピレーションになっていると

言うべきである。そして，上記の戴冠韻の応用もこれを示唆するものだろ

う。「金の光 unor」（ 9行目）は，既に述べたように，提輸によって「鏡の
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枠」を表している。実際「金の光が／絶えようとしているのは，たぶん／

水の精に火を吹きかける一角獣たちの縁飾りのため」（ 9-11行目）とあ

るように，鏡の枠に黄金の反射光が見えており，これが一角獣の浮き彫り

になった鏡の縁飾りから消え入ろうとしているのだ。しかし，さらにもう

一歩踏み込んで言えば，鏡の中には決して映し出されずに「枠」の上に留

まったまま絶えようとしているのは，天体のほぼ中心に位置する子熊座の

アルファ星（北極星）に輸えれる何か，詩的言語の中にはついに表象され

ないであろう中心ではなかろうか。つまり，最終詩節で鏡に映し出される

北斗七星（大熊座）から程近い地点にありながら，舞台としての鏡面に上

演（表象）されていない不在の中心としてある何かが，黄金の光と（換輸

的に）呼ばれたものの内実ではないかと思われるのだ。それは，まさにそ

の名の中に orの在る LaCornalbaという主役の踊り子の周りで，

VIVIANEという名を示すことになる星座を表す理念的舞踊をマラルメ

が，夢想したことに符合している。そこで，再び先に引用した「バレエ」

の一節の直後にある次の文章を参照してみると，

何人が，かつて，前述の星の場合が特に然りであるが，より以上の冒険

心を以て，幾つかの崇高な類比と同時に，次のような法則を確認すると

いう誘惑を乗り越えただろうか，即ち，他に抜きんで、た第一舞踏手が，

絶えず遍在することにおいて，各グループの姿態の動く統合たるべしと

のあの法則である。その動く統合を，各グループの姿態は，部分とし

て，無限に細かく分けていくだけだ。かくの如きものが，一つの相関関

係であり，そこから，踊る存在の非一個人性が，合唱隊長にも全体に

も，結果として生じるのであり，踊る存在は紋章以外のものではなく，

個人としての何者かでは決してなし、… (OC,pp. 303-304./166頁）

踊り子は紋章であるということ，バレエは「象形文字」である16）と、マラル

メが後に述べたことに通じる見解が披涯されているが，このような見解が

今問題にしている詩篇の読みにも適用できそうだ。というのも， Xのソネ
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において，鏡の「枠」から消え行く「黄金の光」が，バレエの場面におけ

る「他に抜きんでた」（horscadre），あるいは文字通り「枠の外の」第一舞

踏手に相当し，また類比によって，黄金の光＝北極星が，第一舞踏手 (le

premier sujet) ＝各グループの姿態の動く統合に対応しているのだ。この

類比で注意すべき点は，先の「主役の踊り手Jと「第一舞踏手」との聞に

地位の差異が存するということであろうが，そこに世界における諸関係を

統合する中心（天体の中心たる北極星）の差異化を見出すことができない

だろうか？ あるいは，マラルメのく書物〉の中心にして動く統合である

何かを？ また，この踊り手の地位を表す第一舞踏手が文字通り「最初の

主体」をも意味しているとするなら，後述するように，詩の言葉の背後で

哲学やメタ心理学の領域にも迫る問題，人間の「主体化の過程Jが提起さ

れていることが明らかになるだろう。そして，踊り手の各グループが「部

分（fractions)Jとして動く統合を無限に細かく分けていくと言う時，各グ

ループの行為は同時にパンの分割（fractiondu pain）としても捉えられて

おり，ミサにおいてこの分割の後に聖体拝領（コミユニオン）を行う司祭

と公衆との関係が想定されているようである。例えば， Xのソネの努頭の

詩句は，司祭がミサにおいて聖体パンを掲げること，即ち聖体奉挙にも似

た身振りを提示している。しかし，ここで問題なのは，ベルトラン・マル

シャルの言葉を借りれば，カトリック教の聖体奉挙とは逆さまの「否定的

奉挙」なのであるべなぜなら，この奉挙は（く神〉をも含めた〉あらゆる

超越性の不在を聖別するものだからであり，それは縞璃楢が捧げられてい

るにもかかわらず，この語が語源による戯れによって「爪jにその観念、を

投げ返すだけで，結局この奉献する身振りは言葉自体しか指し示さなし、か

らであるl九 5行目の「飾り棚 credencesJには，祭壇脇にある「祭器壇J

の意味もあり，そのラテン語の語源 credentiaの意味が「信仰」であるこ

とも見逃せない。やがて， 90年代に明らかになるマラルメの構想では，「わ

れわれのコミユニオン，すなわち一人から万人への，万人から一人への寄

与は，聖体の秘蹟が意味する野蛮な食事を免れて一一尤も，聖体のパンを

聖別する行為において，くミサ〉が芸術のー伝統との差異にも関わらず，
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（未来の）祭式の原型として確認されるJことだろう lへ

星座の観念の論題に戻ろう。 Xのソネにおいては， 1行目の詩句が最終

詩節の星座のイメージを先取りしていることはすでに見た。そして，この

努頭の詩句の半句は，アナグラムとして詩篇の最後の語 septuorから再構

成されたものであった。ところが，このアナグラムを端緒として，さらに

「名Jを示す星のアルファベットを確認することができるのだ。今度は，

アナグラムを拡大したパラグラムによってである19）。

L’Angoisse, ce minuit, soutient, lampadophore, 

MN S T AN PH 

Maint reve vesperal brule par le Phenix 

M E AL L AR E (vv. 2 - 3.) 

1行目に続く二行の詩句に跨って，下線を付して大文字にした文字あるい

は音素から，詩人の名前 STEPHANEMALLARMEが得られる。 3行目

の詩句は，特にほとんど書記素（音素）を置き換えなくても， Mallarmeと

いう名を再構成する（この詩句はキー・ワードの頭音と末音とからなる語

群であり，ソシュールの言う，アナグラム出現の指標となる「主座」もし

くは「マヌカン」に当たる 19））。初稿の 3行目でやはり脚韻を提供していた

語「不死鳥 Phoenix」の Ph旬 ixへの綴り字の変更も20日発音上の異動こそ

ないが， Mallarmeという名の最後の母音を表すアクサン記号の付いた 6

という書記素を得るためだったので、はないか。とはいえ，例えばソシュー

ルのアナグラム研究にもつきまとった，偶然の産物ではないのかという疑

問が残るかもしれない。だが，偶然についての問題は，無論マラルメに

とってもすぐれて詩作上の問題であり，思考の倫理にまで関わる点であっ

て，詩句に備わった上のような効果にこの書き手が無頓着であったなどと

は考えにくいことだ。おそらく書くことと読むことの二重の実践によって

推敵されて，詩人の固有名を成す文字がこのソネに散種されてあったので

はなかろうか。同様に，初稿とさほど変わらない 7から 8行目の詩句に
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も，不完全ながらテクストに織り込まれた詩人の名を読むことができる。

(Car le Maitre est alle puiser des pleurs au Styx 

AR M ALLE P(h) 

Avec ce seul objet dont le Neant s’honore.) 

N(e)EAN 

ST 

(vv. 7 - 8.) 

このように，詩人の名 STEPhANeMALLARMEを構成するアルファ

ベットが，星座の布置のようにテクストの中に見出される。中でも， 7行

目の最初の半句には，マラルメとしみ苗字が容易に見つかるだろう。また

同じ詩句の「涙 despleursJは，初稿では「水 del'eauJであったが20），前

者に変更されたのも，彼の固有名の中に聞き取れる larme(s）とし、う単語と

同義語であるためではないか。それから， Styxが提供している，作者の名

前の頭音でもある二つの子音 Stについては，『英語の単語』の中にこんな

記述がある。「Stは，多くの国語において，安定性 stabilite，率直さ，（金

属等の〉出来加減，堅さ，塊等を意味していて，かくしてこれらの特殊な

表現の類縁性を，つまり結局は sとしろ文字のおそらくは主要な意味であ

る「煽動」 incitationを表している。jこれに続いて，この子音を含む単語

の例， STALK（茎） , STAR （星） , TO STARE （凝視する） , TO 

START （話す）， STEAD （場所） , STEER （子牛）， STORK （こうのと

り）等々が挙げられ，このソネの形象にも関わる STAR（ラテン語の

stella）という語も含まれている21）。この記述は，（もはや言語学としてでは

なく〉マラルメに固有の言葉の意味論として，なお参照可能なもののよう

に思われる。以上のように，「黄金の光Jをエトワールもしくは第一舞踏手

として，この語に先立つ詩句において，一近代フランス詩人の固有名を構

成するパラグラムが星座のフィギュアのように織りなされてあった。そこ

に見出せるのは，クリステヴァの言う「パラグラムの網目」なのである22)0

やがて『骸子のー振り』で頂点に達する，通常の言葉の線状性や安定性を

動揺させる試みが，ソネの形式に準じながらも，すでに実行さていたと言
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えるだろう。

ところで，詩句において，固有名詞を構成するこのパラグラムの効果と

は，いったいどのようなものだろうか。少なくとも，このパラグラムには

二重の効果が考えられるだろう。まず，作品への署名として機能する名の

効果であり，く書物〉へと到るはずだった過程で書かれた，それぞれ独立し

た詩作品の成立に少なからず関与している名と同様の効果である。と同時

に，まさに精神分析が，無意識において自身の名前を含む言葉がし、かなる

作用を主体に及ぼしているのかを顕在化するように，このテクスト自体

が，詩人の名前から展開される「主体の構成23）」を暗に示しているのであ

る。もしくは，墓碑としてのソネからの，読解による「作者」の蘇り（黄

泉帰り〉を。そして，この固有名詞が冠せられるべきなのは，非人称的な

テクストから新たに産出されるべき主体に対してではなかったか。まず，

前者の効果について一例を挙げると，エロディアードの『古序曲』では，

1 , 2行目， 37,38行目の脚韻を含む語がそれぞれ， larmes/alarm es, 

larmes/ charm esであり 2ぺより限定的ながら，そこに Mallarmeの名の署

名が認められよう。（また，詩篇 Herodiadeの着想が元々このヒロインの

名に負っていたことは留意すべき点であろう 2町。）特に詩人の名について

は，『此岸から見たテニソン』で以下のように述べている。

詩人の名は，不可思議にも，彼の書いた全テクストによって自らを作り

直す。言葉相互の結びつきによって，その全テクストは，ついに唯一の

言葉を形造るに到る。一個の魂全体の要約であり，その全魂を通行人に

伝えるところの，意味深い一つの言葉を。詩人の名は，それからという

もの空しくなった書物の大きく聞かれた頁から，飛ぶように伝わる。と

いうのも，結局のところ，天才は何に代えても席（場所）を占めていな

ければならず，そして誰もが，障害があろうと，また必要であれば読ん

でし、なくても，その天才を認知すべきものだからである。さて，テニソ

ン，音節のこの清澄な配列を，今度は荘重に，言ってみよう， Lord

Tennysonと。すると，もうその配列に，特有語の間での誤解，欠落や無
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理解を越えて，気高くも心優しい人物の思考の和が求められて，呼び覚

まされるのを，そして益々そうなるであろうことを私は知る。

(OC, pp. 529-530./112-113頁）

テニソンとその作品を称賛する文章で，詩人の天才はたとえ読まれなくて

も認知されるべきであるとまで言っている所には，ユーモアがあり，ある

いは自作に向けた皮肉であるかもしれず，そこにマラルメの微笑を読み取

ることもできる。「全テクストによって作り直されるJ詩人の名とは，テク

ストで、パラグラムの展開の端緒となる固有名のことだろう。そして，形作

られる唯一の言葉とは，マラルメが別の筒所で「花押（署名の飾り書き）」

と呼んでいる言語の織物のことではないか。「あるシンメトリーが（…〉一

巻の本を越えて，飛ぶように伝わって，何人もの人々が精神の空間に，天

才の敷桁された花押（paraphe）を，ある芸術的実存のように匿名の完全な

花押を記入するのであるお）。Jつまり，匿名への志向が徹底されて，テクス

トに対する作者の署名の特権を廃棄するように予め名を詩の中に解消し

て，文学における実存としてのみ名を再構成するという表明である。すで

に確認したように， Xのソネがその花押の一例を提出しているわけだが，

マラルメの花押は散文におけるパラグラフに対応している。「彼女（踊り

子〉は踊るのではなくて，縮約と飛朔の奇跡により，身体で書く文字に

よって，執筆中に対話体の散文や描写的散文で表現するには，数パラグラ

フを要するであろうものを暗示するのだ」。 (OC,p.304./166-167頁）フ

ランス語の paragrapheが中世ラテン語の paragraphusを語源としてい

て，この語から parapheという語が派生したとし、う語源学的事実が，両者

を類比する根拠になっている。事実Xのソネのように極めて凝縮された詩
パラグラフ

的言語の場合，これを散文で説明するのに幾つかの段落を確かに必要と

するのだ。マラルメは，日常的な言葉に貨幣の交換で代用できるような伝

達を観ていたが，囲有名詞も社会的に流通して止まないものである。マラ

ルメの詩において，固有名は再構成されて交換的ではないが，魂のより直

接的な伝達に寄与するに到るのだ。
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最後に，パラグラムの二重の効果のうち，もう一方の主体の構成につい

て。既に論じたように， Xのソネにおける書記は，詩人の固有名を四行の

詩句にわたるパラグラムによって再構成し，また名前の Stephaneを，ア

ナグラムによるにせよ（septuorや l行目の詩句〉，またはこの名前とギリ

シア語の普通名詞 stephanosとの問での換称（antonomase21＞）の戯れによ

るにせよ，やはりテクストへと展開させていた。このように，言葉にイニ

シアティヴを譲り渡して書かれたテクストは，精神分析学が詳述する主体

化の過程を，奇しくも模写しているように思われる。というのも，このテ

クストは固有名から紡ぎ出される一連の言葉で構成されているが，その構

成が，後者の理論で文化における主体の降誕を可能にするとされる原初的

象徴化の作用ととてもよく似ているからだ28）。しかし，ここで言う主体の

構成の模写は，あくまでもXのソネのテクストが包含するー効果に過ぎ

ず，しかも通常の話し言葉の連辞的な軸から解放された音素（文字）の関

係によるものだ。また，マラルメのテクストが主体の再構成（作者の復

活）を担うものであるとしても，（このソネの旧稿が執筆された頃，詩人の

蘇りや「新しい人間」の形成といった主題が現に表明されているお）〉この

再構成された主体は，象徴界を逸脱してこれと特異な関係を創設するだろ

う。言い換えると，精神分析の主体が通常シニフィアンの連鎖によって構

造化されて象徴界に住まう語る主体であるのに対して，パラグラムのテク

ストは主体というより，むしろ「旋律 melodie30）」を構成する傾きがあると

言える。マラルメのコーパス全体に散種された orの響きはライトモチー

フとなって，文法や統辞法，文の意味作用等から独立し，音楽のように立

ちのぼる。 Xのソネについて悲劇や神話の物語からバレエの紋章へと読解

を進める内に，パラグラムによる固有名の星座へと到る過程を観てきた

が，この過程は最終的には旋律へと向かっており，いずれにせよこれらの

諸関係を統合するマラルメのテクストは，文化の中枢に触れている。音楽

とは，所詮言語にとって他なるものだが，両者の境界線にまで迫るような

効果を持つ音楽性が象徴界の限界まで追究されたことによって，初めてこ

のソネは成り立ったのだ。しかし，喚起される固有名の謎は残る。それ
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は，命名の謎を問うように人を促すだろう。また，ソネでは，苗字よりも
プレノン

むしろ名前の方が優位にあるだが，これは何故なのか。最後に，マラルメ

が突き当たったと思われる不可能の暗示を 6行目の詩句に指摘しておこう。

それは句読点に基づく変奏を奏でる。

Aboli bibelot d’inanite sonore 

(Abolie bible, ode, inanite sonore,) 

（廃れたバイブル，頒歌，空しき響きよ，）

「世界の法則，即ち諸国民がそれを模造しているような，一冊の（小文字

の〉バイブル3l)J への到達の不可能から，領歌のような『骸子のー振り』へ

の道は，ここからまっすぐに延びていたに違いない。

＊ Xのソネの拙訳は，松室三郎氏及び立仙順郎氏の翻訳を参考にさせて戴い

た。また本論中では，渡辺守章氏や高橋康也氏の翻訳を拝借した。文中には

訳語の統ーを図るために適宜変更した箇所のあることをお断りして，上の

方々に感謝する次第である。
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